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②見通し:ＡとＢが離れているから一度に表すことは難しい。


→別々に求めたり，移動させてまとめたりして考えよう。
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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・具体的な数を代入すると，等号が成り立つか調べられる。


・単位量（基準量）が違うから，文字の項と数字の項は計算してまとめることはできない。





④共同追究後半（思考を深める）


「5ａ＋4を簡単にして9ａとまとめてもよいだろうか？」


→「ａに具体数を代入すると，5ａ＋４＝9ａにならない」


「5ａはａが5個，4は1が4個。ａと1では単位量が違うからたせない。」





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方にも共通していることはなんだろう？」


→「どの求め方も，5ａ＋4か9ａにまとめられそうだ。」





③個人追究:合わせた面積を文字を使って表し方法を説明する。





②学習課題:図を動かしたり分けたりしながら，ＡとＢの部分を合わせた面積を，文字を使って簡単に表そう。




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・文字を使って長方形の面積を表すことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・面積では，保存性，加法性が成り立つことを理解している。


○共同追究でのゆさぶり


・文字の項と数字の項の混じった多項式の加減は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・単位量や基準量の違う数量は，単位や基準をそろえなくては計算できないことを理解している。





≪学習問題≫


右の長方形で，ＡとＢの部分を合わせた面積はどう表せるだろう。





⑥定着･活用問題


次の式を計算しなさい。


(1)5ｘ＋7＋3ｘ　　　　　　　(2)－2ａ－3－8ａ


(3)7ａ＋4＋3ａ－5　　　　　 (4)－8ｘ＋3ｘ


(5)9ｘ－ｘ　　　　　　　　　(6)9ｙ－8－4ｙ＋7


(7)－7－2ａ＋15＋2ａ　　　　(8)6ａ－4ａ＋1





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・文字式のきまりを単に教えるのではなく，問題解決を通して課題が焦点化するような場面を設定したい。


・共同追究では，文字の項と数の項をまとめることができない理由に焦点化して，その理由をグループ等で追究させたい。追究が進まないような場合には，異分母分数の計算を想起させたり，＝（等号）の意味を振り返らせたりしたい。








